
秋季 運動会に向けて
９月２１日（日）の｢秋季運動会｣を開催に向け

て、子どもたちの練習がいよいよ始まります。 

９月になったとはいえ、まだまだ暑い日が多い

と予想されます。熱中症予防のためにも、水筒・

タオルを忘れず持たせてあげてください。学校で

も気分が悪くなった場合に備えて、経口保水液「OS

１」を用意しています。 

 また、ご家庭でも練習の様子を聞いてあげたり、

励ましたりしてあげたりしてください。子どもた

ちは、家族のおもいをパワーにかえて、頑張って

くれることでしょう。 

オペラシアターワークショップ 

９日（火）３限より１０月２８日のこんにゃく

座の公演に向けたワークショップが開催されま

す。本公演と合わせて、是非学校へ足を運んで下

さい。 

想像し、創造する 

夏休みが終わり、学校に子どもたちの元気な声がもどってきました。子どもたちがいない学校は、からっ

ぽの箱のようなものだとつくづく感じます。子どもたちがいてこそ、学校に命が満ち満ちてくるのです。

さて、この夏休みの間にも台風や大雨の日があり、学校でも思わぬところからの雨漏りに驚きました。子

どもたちが無事なことや他に大きな被害が見られなかったことで安堵しました。しかし、日本のあちらこち

らで自然の猛威の前に被害にあわれた方々がたくさんいらっしゃいました。お見舞い申し上げたいと思いま

す。３年前の東日本大震災や紀伊半島の大水害もそうでしたが、予想できない出来事の前に、人も自然の中

で生かされている一部に過ぎないのだと思い知らされます。そして、思いがけないことに遭遇したとき、ど

のようにふるまうかが、人の力の試されるときなのだと思います。

では、その人の力とは何なのでしょう。将来を担っていく子どもたちには、どのような力が必要なのでし

ょうか。

困ったことが起きた時に備えて訓練をしておくことは必要です。どのように避難するのか、後のことを考

えてどのような準備をしておくのか…けれどもそれだけでは、十分ではありません。普段の生活で培ってお

くべき力がありそうです。日常の様々な場面で、よりよく過ごそうとすることや、人とのつながりの中で相

手も自分も活かしながら生活しようとすることは、そのキーになるのではないでしょうか。例えば、次のよ

うな態度はどうでしょう。

○よりよい生活のために「こうだったらいいのにな」と思い描き、その実現に向けて周りの人との関わり

の中で工夫して生活する。

○もっとうまくできる方法がないかなと考えて失敗しながらもあれこれ試してみる。

○時間がかかっても友達や周りの人に思いや考えを話して一緒に考え行動してもらう。

まだまだありそうですが、これらはすべて＝想像(image)し、創造(create)する＝ことだと思います。制約が

あったとしても自分の在り方を工夫し、くらしを自分たちの手で作り出していく力です。学校には、そのよ

うな力につながる出来事が、小さいけれどたくさんあります。うまくいってもいかなくても、子どもたちが

それらの出来事にぶつかって考え実現しようとしていくことが、たくましく生き抜くことに必ずつながると

考えます。時間のかかることですが、子どもたちの取り組みを今後も見守っていきたいと思います。
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下校時刻の変更について 
運動会の準備に伴い、下校時刻が変更になりま

す。ご都合もあるかと思いますが、よろしくお願

いいたします。 

９月１９日(金) ３･４年生 １４：３０頃下校 

夏休み作品展を開催します 
 ９月２日(火)１２：３０～１７：００ 

 ９月３日(水) ９：００～１７：００ 

の二日間で行います。

夏休み中に子どもたちが作成した作品を展示しま

す。力作揃いですので、ぜひお越しください。 


